
議
会
だ
よ
り

第152
号

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
読
み
取
る
と
、
町
議
会
の
ホ
ー
ム

な
ど
で
読
み
取
る
と
、
町
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
ま
す
。

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
ま
す
。



■令和 3 年  第 2 回  定例会　（ 6 月 8 日～ 11 日）

議
案
等
番
号

件名 議員名（議席番号順）
議
事
結
果

【表の見方】
報：報告　承：承認　議：議案　陳：陳情　発：発議　　
◎：全会一致　◇：賛成　◆：反対　ー：表決権なし

山
口
明
日
香

島
田
　
浩
樹

森
　
　
富
隆

川
畑
　
宏
一

池
田
　
正
一

喜
井
　
和
夫

児
玉
　
実
隆

東
　
　
弘
明

中
田
　
隆
洋

山
下
　
幸
秀

桂
　
　
弘
一

永
野
　
利
則

報 1 繰越明許費に係る繰越計算書（令和２年度一般会計予算） ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

報 2 繰越明許費に係る繰越計算書（令和２年度下水道事業特別
会計予算） ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

報 3 繰越明許費に係る繰越計算書（令和２年度農業集落排水事
業特別会計予算） ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

承 1 専決処分の承認（税条例及び税条例等の一部を改正する条
例の一部を改正する条例の制定） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承認

承 2 専決処分の承認（国民健康保険税減免条例の一部を改正す
る条例の制定） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承認

承 3 専決処分の承認（令和２年度一般会計補正予算　第９号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承認

承 4 専決処分の承認（令和２年度国民健康保険特別会計補正予
算　第５号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承認

承 5 専決処分の承認（令和２年度介護保険特別会計補正予算　
第４号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承認

承 6 専決処分の承認（令和２年度後期高齢者医療特別会計補正
予算　第４号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承認

承 7 専決処分の承認（令和２年度下水道事業特別会計補正予算　
第３号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承認

承 8 専決処分の承認（令和２年度農業集落排水事業特別会計補
正予算　第５号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承認

承 9 専決処分の承認（令和２年度奨学資金特別会計補正予算　
第１号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承認

承 10 専決処分の承認（令和３年度一般会計補正予算　第１号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承認

承 11 専決処分の承認（令和３年度下水道事業特別会計補正予算　
第１号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承認

承 12 専決処分の承認（令和３年度一般会計補正予算　第２号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承認

議 21 農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 22 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の
制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 23 公園管理条例の一部を改正する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 24 手数料条例の一部を改正する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 25 辺地に係る総合整備計画の策定 ◆ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◆ ◆ ◇ ◇ ー 可決

議 26 物品購入契約の締結（液肥散水車） ◎ ◎ ◎ ー ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可決

議 27 物品購入契約の締結（クレーン付ダンプトラック） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可決

議 28 令和３年度一般会計補正予算（第３号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 29 令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

発 2 和泊町議会会議規則の一部を改正する規則の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可決

陳 1 義務教育費国庫負担制度負担率の堅持をはかるための
2022 年度政府予算に係る意見書採択の陳情 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 採択

発 3 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る
意見書 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可決

議員派遣について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可決

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可決

各常任委員会の閉会中の継続調査申出書について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可決

※永野利則議員は議長職のため、表決（賛成・反対の意思表示）に参加しません。
※議案第 26 号は、川畑議員が除斥の対象となるため、表決に参加しません。（詳しくは P3）

こんなことが決まりました （2）令和 3 年 8 月 25 日 発行／第 152 号



pickup議会用語を知ろう！！

公平・公正な審議をするために、一定の利害関係がある議員は、その審議に
参加できない制度のこと。

★議案第 26 号液肥散水車購入契約の締結は、川畑議員が除斥の対象となるので、こ
の審議には加わることはできません。
今回の場合は川畑議員が所属する会社と契約をしたため、対象となりました。

町民の皆さんから、国や県、町の行政などに対する意見や要望を文章（陳情
書・請願書）で町議会に提出すること。

陳情・請願はいずれも意見や要望を文章で議会に提出するという意味では同じですが、
違いは以下の通りです。

請願書 陳情書
  紹介議員 必要です 不要です

 ふたく
 委員会への付託 されます 必要に応じてされます

 採択・不採択の決定 されます 必要に応じてされます

議案は通常町長から提案されますが、議員もしくは議会の委員会から提案さ
れたものを発議といいます。

 じょせき

除斥ってなに（除斥制度）？？

ちんじょう せいがん

陳情（請願）ってなに？？

 はつぎ

発議ってなに？？

興味のある方はホームページもご覧ください。→

賛成反対がわかれた案件

議案第25 号

辺地に係る総合整備計画の策定（賛成７ 反対４）

反対討論 中
なかだたかひろ

田隆洋議員
アリーナ建設自体は賛成だが、財政状況と財源の中身が整ってい
ない。

賛成討論 池
いけだしょういち

田正一議員
町民が望んでおり、先延ばしにしてしまうと出来ることも出来なく
なってしまう。金額はしっかり精査し、今の方向で進めてほしい。

令和３年 第 2 回
議会定例会

ココが聞きたい
一 般 質 問
町政を問う！！

一般質問とは？？

議員が町の行財政全般
につ い て、事 務・予 算
等の執行状況や、今後
の 考 え・方 針 を 聞き、
疑問点を質

ただ

すこと。

·山
やまぐち

口 明
あ す か

日香議員
多様な情報発信を ……… P4

·池
い け だ

田 正
しょういち

一議員
ワクチン接種で
　　アフターコロナへ … P5

·川
かわばた

畑 宏
こういち

一議員
もっと本気の
　　　財政改革を ……… P6

·中
な か だ

田 隆
たかひろ

洋議員
町民とともに歩む
　　　　　　町政を …… P7

·東
ひがし

　　弘
ひろあき

明議員
実験農場で
　　新品種の開発を …… P8

NEXT
（3） pickup　議会用語を知ろう !! 令和 3 年 8 月 25 日 発行／第 152 号



町
か
ら
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

問
企
業
や
職
場
等
へ
の
戸
別

受
信
機
の
設
置
状
況
は
。

答
町
内
に
お
け
る
事
業
所

は
、
平
成
28
年
度
の
統

計
で
４
５
０
件
ほ
ど
と
な
り
、

戸
別
受
信
機
を
設
置
し
て
い

る
事
業
所
は
１
３
４
件
で
、

29
．8
％
の
設
置
率
と
な
っ
て

い
る
。
最
近
で
は
、町
民
が
関

心
の
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
関
連

の
放
送
が
多
い
た
め
、
個
人

及
び
事
業
所
に
お
い
て
も
新

規
や
修
理
の
要
望
が
大
幅
に

増
加
し
た
。
今
後
と
も
要
望

が
あ
る
事
業
所
に
設
置
を
し

て
い
き
た
い
。

問
防
災
行
政
無
線
や
防
災

メ
ー
ル
以
外
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
情
報
発
信
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答
防
災
行
政
無
線
以
外
で

の
情
報
発
信
は
、現
在
、

主
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

サ
ン
サ
ン
テ
レ
ビ
文
字
放
送

を
利
用
し
て
い
る
。

Ｓエ
ス
エ
ヌ
エ
ス

Ｎ
Ｓ
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
職
員
で
構
成
す
る
情
報

化
リ
ー
ダ
ー
会
な
ど
で
検
討

し
て
い
く
。

今
後
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
配
慮
し
た
業
務
で
の

運
用
方
法
等
を
検
討
し
、
早

期
の
利
用
開
始
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
。
町
全
体
と
し

て
、ま
ず
は
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
７
月

１
日
開
始
を
目
標
に
取
り
組

む
。
防
災
メ
ー
ル
は
、登
録
方

法
な
ど
を
記
載
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
全
世
帯
に
配
布
を

し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園

の
保
育
環
境
・
人
員
確
保

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
保
育
環
境
に
お
い
て

は
、
空
調
の
整
備
、
洋

式
ト
イ
レ
へ
の
変
更
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
て
乳
児
の
午
睡

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
各
園
で
、
緊

急
性
、必
要
性
を
考
慮
し
て
、

整
備
し
て
い
る
。
保
育
士
の

人
員
に
つ
い
て
は
、園
児
数
に

よ
っ
て
変
化
し
て
く
る
の
で
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
配
置

や
ク
ラ
ス
分
け
で
調
整
し
、

対
応
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、

保
育
園
や
各
こ
ど
も
園
の
保

育
環
境
の
改
善
、
人
材
確
保

に
つ
い
て
は
、関
係
機
関
と
協

議
を
進
め
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。

山
やまぐち

口明
あ す か

日香 議員

多

様

な

情

報

発

信

を

▶
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
子
ど
も
の
安
全
確
保
と
保

育
士
の
業
務
軽
減
を

Ｓ
エスエヌエス

ＮＳとは？

ソーシャルネットワーキングサ
ービスの略で、インターネット

上で友人・知人
や趣味の合う人
等と社会的なつ
ながりを作り出せ
るサービスのこ
と

 防災メール↓

和泊町役場
 公式 LINE↓

午睡チェック用
ボタン式センサー

お昼寝のときに、園児
の服に取り付け、専用
アプリで体の動きを自
動記録。うつ伏せ寝や
体動停止は警報音で知
らせる。

これってなぁに？

一般質問 （4）令和 3 年 8 月 25 日 発行／第 152 号



ワ
ク
チ
ン
接
種
で
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ

池
い け だ

田 正
しょういち

一 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て

問
現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
計
画
は
。

答
６
月
５
日
現
在
、
80
歳
以

上
で
５
５
５
名
、
70
〜
79

歳
で
６
１
２
名
が
１
回
目
の
接
種

を
終
了
し
て
い
る
。

国
の
方
針
に
合
わ
せ
て
７
月

末
日
ま
で
に
高
齢
者
の
接
種
を

完
了
さ
せ
る
計
画
と
な
っ
て
い

る
。そ

の
後
、
64
歳
以
下
の
基
礎

疾
患
を
有
す
る
対
象
者
へ
移
行
し

て
い
く
が
、
８
月
以
降
の
計
画

に
つ
い
て
は
、
国
の
ワ
ク
チ
ン
の

配
送
計
画
を
参
考
に
、
両
町
及

び
島
内
医
療
機
関
と
協
議
を
し
、

随
時
対
象
者
へ
通
知
し
て
い
く
。

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
キ
ャ
ン

セ
ル
が
発
生
し
た
と
き
の

対
応
は
。

答
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
時
は
、
１
番
目
に
コ
ロ

ナ
対
策
に
従
事
す
る
保
健
セ
ン

タ
ー
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専

門
職
員
、
２
番
目
に
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
事
業
所
の
職

員
、
３
番
目
に
施
設
入
所
の
未

接
種
者
、
４
番
目
が
翌
日
に
接

種
予
約
を
し
て
い
る
方
と
い
う

順
番
で
接
種
を
行
う
。

ま
た
、
集
団
接
種
時
に
は
、

１
番
目
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
所
の
職
員
、
２
番
目

に
コ
ロ
ナ
対
策
に
従
事
す
る
保
健

セ
ン
タ
ー
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
専
門
職
員
、
３
番
目
に
65
歳

以
上
の
役
場
職
員
の
順
番
で
行

う
。

今
年
度
の
行
事
等
開
催
に
つ
い
て

問
今
後
の
町
内
各
種
行
事
等

の
開
催
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

答
町
長

港
ま
つ
り
は
中
止

が
決
定
し
て
い
る
。

今
後
の
他
の
行
事
等
に
つ
い
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
順
調
に
進

み
、
一
定
の
評
価
、
効
果
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
、
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、
行
事

等
を
開
催
す
る
こ
と
は
可
能
だ

と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
地
域
や
各
種
団
体
等

で
予
定
し
て
い
る
行
事
等
に
つ

い
て
は
、
各
主
催
者
に
お
い
て
、

町
等
か
ら
の
情
報
も
参
考
に
し

な
が
ら
慎
重
に
検
討
い
た
だ
き

た
い
。教

育
長

町
内
幼
稚
園
・
小

中
学
校
は
、
地
域
の
感
染
状
況

を
踏
ま
え
、
可
能
な
限
り
保
育
、

授
業
、
部
活
動
及
び
各
種
行
事

等
の
教
育
活
動
を
継
続
す
る
。

教
育
委
員
会
が
関
わ
る
行
事

等
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
感
染
状

況
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
も

協
議
し
て
、
開
催
の
可
否
を
判

断
す
る
。

離
島
留
学
に
つ
い
て

問
離
島
留
学
を
実
施
し
、
児

童
生
徒
の
受
け
入
れ
を
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答
郡
島
内
で
は
、
１
市
５
町

１
村
に
お
い
て
実
施
さ
れ

て
お
り
、
財
源
は
国
や
市
町
村

の
補
助
金
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

導
入
市
町
村
の
状
況
を
見
る

と
、
留
学
生
を
受
け
入
れ
な
け

れ
ば
存
続
が
難
し
い
極
小
規
模

校
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
本

町
に
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て

い
る
学
校
は
な
く
、
現
段
階
で

の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か

し
、
今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推

移
を
見
な
が
ら
、
各
学
校
運
営

協
議
会
や
関
係
機
関
と
の
協
議

を
行
い
、
必
要
性
の
可
否
や
導

入
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

必
要
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

問
４
月
末
に
発
生
し
た
島
内

で
の
感
染
症
拡
大
に
つ
い

て
、
状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

答
本
町
17
名
を
含
む
39
名

の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た

が
、
最
後
の
感
染
確
認
か
ら
２
週

間
以
上
経
過
し
て
お
り
、
一
連
の

ク
ラ
ス
タ
ー
に
よ
る
感
染
拡
大
は

終
息
し
た
と
考
え
て
い
る
。
知
名

町
と
は
生
活
圏
が
重
な
る
た
め
、

感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、

感
染
症
危
機
管
理
沖
永
良
部
現

地
対
策
協
議
会
で
情
報
共
有
と

対
策
等
を
協
議
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
10
回
実
施
し
た
。

島
内
で
第
２
波
を
招
か
な
い
た

め
に
も
、
会
食
を
す
る
場
合
は
家

族
若
し
く
は
４
人
以
内
、
島
外
か

ら
帰
島
後
の
健
康
管
理
徹
底
な

ど
、
新
し
い
生
活
様
式
の
継
続
的

な
実
践
が
必
要
。
ま
た
、
宿
泊

療
養
施
設
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
本
町
も
事
業
所
の
内

諾
を
得
て
県
に
紹
介
し
た
。
施
設

基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
未
定
だ

が
、
開
所
ま
で
の
準
備
を
県
と
連

携
し
て
進
め
た
い
。

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

問
総
括
お
よ
び
課
題
へ
の
対

応
策
は
。

答
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
、
少

子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減

少
な
ど
が
招
く
諸
課
題
や
地
球

温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境

問
題
等
に
対
し
、
効
率
的
・
効

果
的
な
行
政
運
営
に
よ
る
健
全

な
財
政
基
盤
の
確
立
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応

と
し
て
、「
第
８
次
和
泊
町
行
財

政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、「
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」、「
行
政

運
営
の
効
率
化
」、「
財
政
基
盤

の
強
化
」
の
３
点
を
重
点
取
組

項
目
と
し
、
具
体
的
な
12
の
実

施
項
目
を
推
進
し
て
い
る
。

成
果
と
し
て
、
町
民
支
援
課
窓

口
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
申
請
手
続
き
の
支
援
機

器
導
入
や
子
育
て
支
援
関
係
の
電

子
申
請
の
環
境
整
備
の
他
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
課
題
と
な
っ
た
申

請
書
等
の
押
印
見
直
し
に
つ
い
て

も
、
省
略
に
向
け
て
作
業
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
整
備
へ
向
け
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
会
の
実
施
や

自
治
研
修
へ
の
参
加
に
よ
る
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

財
政
基
盤
の
強
化
に
お
い
て
は
、

「
第
２
期
財
政
健
全
化
対
策
集

中
期
間
」
と
し
て
、
財
政
の
硬

直
化
が
進
ま
ぬ
よ
う
、
経
常
経

費
の
見
直
し
と
新
規
起
債
発
行

の
抑
制
に
努
め
、
ま
た
、
公
有

財
産
の
貸
付
者
に
買
受
意
向
調

査
を
実
施
し
、
有
効
活
用
へ
向
け

て
取
組
ん
で
い
る
。
計
画
期
間

の
１
年
目
が
終
了
し
た
が
、
評

価
や
見
直
し
を
実
施
し
、
全
庁

的
に
取
組
を
洗
い
出
し
、
引
き

続
き
行
財
政
改
革
の
推
進
に
努

め
て
い
く
。

川
かわばた

畑 宏
こういち

一 議員

も
っ
と
本
気
の
財
政
改
革
を
！

財政の硬
こうちょくか

直化って？

決
ま
っ
た
支
出
（
経
常
経
費

等
…
詳
細
Ｐ
７
）
に
大
半
を

占
め
ら
れ
、
自
由
に
使
え

る
お
金

が
少
な

く
な
る

こ
と
。
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危
機
管
理
と
行
動
規
範
に
つ
い
て

問
沖
永
良
部
島
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
警
戒
レ
ベ
ル
第

４
段
階
の
中
で
行
わ
れ
た
町
制

施
行
80
周
年
記
念
式
典
は
、
危

機
管
理
と
し
て
問
題
は
な
か
っ
た

か
。
ま
た
、
行
政
の
行
動
規
範

に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

答
４
月
30
日
に
、
第
８
回
感

染
症
危
機
管
理
沖
永
良
部

現
地
対
策
協
議
会
で
、
式
典
の

開
催
に
つ
い
て
、
医
師
を
含
め
た

専
門
家
の
意
見
を
参
考
に
、
感

染
症
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
、
感

染
症
対
策
を
十
分
に
行
い
開
催

す
る
こ
と
で
了
承
を
頂
き
、
本

町
内
で
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
と
、
充
分
な
感

染
対
策
を
講
じ
て
実
施
す
る
こ

と
で
決
定
し
た
の
で
、危
機
管
理・

行
動
規
範
と
し
て
問
題
な
か
っ

た
。

財
政
に
つ
い
て

問
中
期
財
政
見
通
し
（
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
過
去
に
実
施
し
た
大
型
事

業
の
起
債
償
還
等
が
順
調

に
進
み
、
起
債
残
高
は
平
成
25

年
度
の
１
１
２
億
円
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度

末
起
債
残
高
は
、
約
94
億
円
に

な
る
見
込
み
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
、

新
庁
舎
建
設
事
業
債
の
元
金
償

還
が
開
始
す
る
が
、
当
面
の
間
、

起
債
の
償
還
に
充
て
る
公
債
費

は
10
億
か
ら
11
億
で
推
移
す
る

も
の
と
予
測
さ
れ
る
。

今
後
予
定
さ
れ
る
大
型
事
業

と
し
て
、
総
合
交
流
ア
リ
ー
ナ

建
設
事
業
や
幼
保
一
元
化
に
伴
う

事
業
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
完

了
後
に
は
、
財
政
指
標
の
一
時
的

な
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
ア
リ
ー
ナ
建
設
等
に

よ
り
、
新
規
起
債
の
発
行
額
が
一

時
的
に
多
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
が
、
通
常
ベ
ー
ス
で
年
平

均
５
億
円
か
ら
６
億
円
程
度
に

抑
制
す
る
こ
と
で
、
起
債
残
高

は
、
年
次
的
に
減
少
し
て
い
く
も

の
と
予
測
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
経
済
の
停
滞
や
人
口
減

少
に
よ
り
税
収
の
伸
び
が
期
待

で
き
な
い
な
か
で
、
高
齢
化
の
進

展
や
社
会
福
祉
の
充
実
に
よ
る

扶
助
費
の
増
大
等
、
町
民
の
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
す
る
中
、
さ
ら
に

厳
し
い
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ

る
が
、
経
常
経
費
等
の
抑
制
や

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
つ
つ
、

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要

に
応
じ
て
行
い
、
健
全
な
財
政

運
営
に
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

中
な か だ

田 隆
たかひろ

洋 議員

町
民
と
と
も
に
歩
む
町
政
を

町
が
年
度
を
超
え
て
行
う
借
り
入
れ

（
地ち

ほ
う
さ
い

方
債
）
を
起
こ
し
て
資
金
の
借
り

入
れ
す
る
こ
と
を
起
債
と
い
い
、
そ
れ

を
返
済
す
る
こ
と
。

町
の
財
政
力
を
示
す
基
準
と
な
る
も
の
。

人
件
費
や
支
援
に
要
す
る
経
費
（
扶ふ

じ
ょ助

費
）、
借
金
返
済
な
ど
に
要
す
る
経
費

（
公こ

う
さ
い債

費
）
な
ど
、
毎
年
度
支
出
さ
れ

る
経
費
の
こ
と
。

町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
町
が
集

め
る
お
金
や
、
寄
付
金
な
ど
の
こ
と
。

起き
さ
い
し
ょ
う
か
ん

債
償
還

財ざ
い
せ
い
し
ひ
ょ
う

政
指
標

経け
い
じ
ょ
う
け
い
ひ

常
経
費

自じ
し
ゅ
ざ
い
げ
ん

主
財
源

四
文
字
熟
語
み
た
い
で

や
や
こ
し
い

ち
ょ
っ
と
難
し
い

　
　
言
葉
を
解
説
！！
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農
業
委
員
会
の
行
う
農
地
の
利

用
に
つ
い
て

問
本
町
に
お
け
る
農
地
の
利

用
に
つ
い
て
、
農
業
委
員

等
の
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答
１
．「
担
い
手
へ
の
農
地
利

用
集
積
・
集
約
化
」
の
促

進
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業
、

利
用
権
設
定
促
進
事
業
、
あ
っ

せ
ん
事
業
を
活
用
し
た
契
約
を

行
い
、
担
い
手
へ
の
集
積
９
割
を

目
標
に
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
て
い

る
。
昨
年
度
末
の
農
地
中
間
管

理
事
業
で
の
契
約
は
５
７
４
．
４

ha
、
利
用
権
設
定
促
進
事
業
で

は
、
３
０
６
．
４
ha
、
そ
の
他
の

契
約
で
は
54
．
5
ha
、
担
い
手
の

自
作
地
が
１
１
１
９
ha
と
全
体

で
２
０
５
４
ha
と
87
％
の
集
積
と

な
っ
て
い
る
。
目
標
値
の
9
割
に

向
け
て
、
継
続
し
て
事
業
推
進

を
行
い
、
担
い
手
へ
集
積
・
コ
ス

ト
軽
減
の
た
め
集
約
化
を
進
め

て
い
く
。

２
．「
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
」
に
向
け
、
毎
年
、
全
委

員
で
年
１
回
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、
適
切
に
利
用
さ
れ

て
い
る
か
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
の
遊
休
農
地
解
消
目

標
面
積
は
17
．
2
ha
に
対
し
て

解
消
実
績
が
４
．
１
ha
と
24
％
に

留
ま
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
守
る

べ
き
農
地
を
明
確
に
す
る
た
め
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続
的
に

実
施
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、
遊
休
農
地
解
消
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

３
．「
新
規
参
入
の
促
進
」
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
の
新
規
参
入
者
の

あ
っ
旋
申
出
が
１
名
で
、
契
約
し

た
面
積
が
０
．
２
ha
で
あ
っ
た
。

今
後
、
さ
ら
に
総
点
検
の
内

容
を
変
更
し
調
査
を
行
い
、
関

係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
、
今

「
使
え
る
農
地
」
を
「
使
え
る

う
ち
に
」「
使
え
る
人
に
」
繋
げ

て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

林
産
物
の
推
進
に
つ
い
て

問
キ
ク
ラ
ゲ
栽
培
を
推
進
で

き
な
い
か
。

答
キ
ク
ラ
ゲ
栽
培
は
、
本
町

が
振
興
す
る
農
林
水
産
物

の
対
象
品
目
と
な
っ
て
お
り
、
町

と
し
て
も
、
キ
ク
ラ
ゲ
生
産
事

業
者
が
行
う
６
次
産
業
化
や
輸

送
コ
ス
ト
支
援
事
業
等
、
各
種

事
業
実
施
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
国
産

キ
ク
ラ
ゲ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お

り
、
沖
永
良
部
産
キ
ク
ラ
ゲ
の

特
性
を
更
に
Ｐ
Ｒ
し
、
収
益
の

向
上
に
向
け
て
引
き
続
き
支
援

を
行
う
。

実
験
農
場
で
新
品
種
の
開
発
を
！

東
ひがし

弘
ひろあき

明 議員

h
ヘクタール

a ってなに？？

　１ha＝
25メートルの

プール
約 36個
分です！

ア
ラ
ゲ
キ
ク
ラ
ゲ
栽
培
を
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中学生の視点から町政を問う
7/29、令和３年度子ども議会が開催され、坂本議長の進行で、９名の中学生議員から質問・
意見・要望等が出され、活発な議会となりました。

和泊中学校３年

梶
かじわら

原 星
せい ら

来 議員

●和泊町ゴミ０プロジェクト
Ｑ．月に1回ＳＮＳ等で呼びかけてビーチクリーン活動をできないか。
Ａ．ボランティアが前提の為、ごみ袋等の助成をし、無理なく参加できる方を増やしていく。
Ｑ．公園や施設周辺にゴミ箱を設置できないか。
Ａ．本町では自分で出したごみは責任をもって持ち帰ることを原則としている。
Ｑ．ゴミを資源として生かす取り組みはできないか。
Ａ．第６次和泊町総合振興計画の中にも取り入れており、啓発・推進していく。

城ケ丘中学校３年

市
いちき

来 瑛
えい

杜
と

 議員

●なぜ、ごみのポイ捨て・不法投棄はなくならないのか
Ｑ．ポイ捨てや不法投棄されやすそうな場所の整備はできないか。
Ａ．各字等において奉仕作業をおこなっており、看板の設置やパトロールもおこなっている。
Ｑ．スポーツゴミ拾い大会の規模を町全域に広げることはできないか。
Ａ．関係課及び各種団体と協議して検討していく。
Ｑ．監視カメラの設置はできないか。
Ａ．昨年度から設置しており、今年度も設置予定。

和泊中学校３年

藤
ふじやま

山 龍
りゅう

 議員

●クリーンエネルギーの実現
Ｑ．国頭岬や半崎などに風車を設置し、稼働できないか。
Ａ．景観を遮る可能性があるので自然景観に配慮しなければならない。
Ｑ．越山や笠石公園等に太陽光パネルを設置・蓄積させ、企業と売買できないか。
Ａ．売電するには広い設置面積を要し、環境や周辺地域へも配慮する必要がある。
Ｑ．クリーンセンターを整備し、町のゴミを利用したバイオマス発電 はできないか。
Ａ．収入よりも経費の方が高くなると思われる。

城ケ丘中学校３年

市
いちき

来 夏
なつ や

也 議員

●島ＰＲアニメの制作について
Ｑ．アニメを制作することはできないか。
Ａ．約300万回再生されている他自治体のアニメでも実績に結び付いた実感がないという

ことなので、費用に対しての効果を検証するのは難しい面がある。
Ｑ．マスコットキャラクターを活用したパンフレットを制作できないか。
Ａ．両町のキャラクターを使用するなど工夫していく。

和泊中学校３年

和
わ だ

田 龍
りゅうき

樹 議員

●空き家を活用して活力ある街を

Ｑ．空き家を「子どもの室内遊具施設」、「観光客が宿泊できる施設」、「フリーマーケットのように誰でも出店できる場所」として活用できないか。 

Ａ．非常に魅力的だが、空き家所有者の特定や活用の承諾、改修費用、維持管理等の様々な検討事項があるため十分な議論が必要。

今年度の議会報告会は新型コロナウイルス感染症の
拡大を防止する観点から中止とさせていただきました。
ご理解のほどよろしくお願い致します。

議会運営委員会

!!  お知らせ  !!
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　僕は、子ども議会の議長という大役を
やる上で、任されたときはあまり不安も
なく楽しみにしていましたが、議長を実
際にやってみて、思っていた以上に緊張
しました。でも、サポートしてくれた方々
のおかげでやり切ることができました。
　また、議員の皆さん発表お疲れさまで
した。今回学んだことを活かして、今後の学校生活や地域活
動を送っていきましょう。これからも沖永良部をよりよくして
いくために、頑張っていきましょう。
　最後に、この場を設けてくださり、協力してくださった関係
者の皆様、質問をわかりやすく丁寧に答えていただいた役場
職員の皆様、本当にありがとうございました。

城ケ丘中学校３年

田
たはら

原 旭
あさひ

 議員

●沖永良部の観光について
Ｑ．観光スポットへの最短ルートの案内板制作や、ルートの清掃作業はできないか。
Ａ．約100箇所の案内板があるが、老朽化しており、現在状況の調査を進め、改修等で利

便性向上を図っていく。
Ｑ．絶景スポットの写真の撮り方等をエリアマップに掲載してみるのはどうか。
Ａ．今後の広報活動の参考にする。皆さんもＳＮＳで投稿してほしい。

和泊中学校３年

伊
いじゅういん

集院 睦
むつ

希
き

議員

●農業×観光＝沖永良部
Ｑ．道沿いに花を植え、「えらぶフラワーロード」と名付けてはどうか。
Ａ．地域住民による集落内植栽活動が行われており、フラワーロードとしての役割を果たし

ていると考える。
Ｑ．観光客や新規就農希望者向けに農業体験ができる取組みを行えないか。
Ａ．花農家プチ体験ツアーや小６～高校生向けに畜産農家体験プログラム等を実施した。今

後も観光産業と連携を図っていく。

城ケ丘中学校３年

永
ながの

野 隼
しゅんき

樹 議員

●今後の方言の活用について
Ｑ．中学校での方言授業導入や、クイズ大会の開催はできないか。
Ａ．現在も教育課程の中に取り入れている。より一層学ぶ機会を増やしていきたい。クイズ

大会はみんなで方言を学ぶいい機会だと思う。
Ｑ．サンサンテレビで方言について紹介してはどうか。
Ａ．童話や島の昔話等の紙芝居を方言で読み、字幕を付けて放送した。方言人形劇も字幕付

きで放送予定である。

和泊中学校３年

林
はやし

大
たいよう

陽 議員

●安全・安心なまちへ
Ｑ．危険な場所がたくさんあり、ガードレールの整備はできないか。
Ａ．字区長や校長を通して要望いただければ、予算や必要性等を検討し整備する。
Ｑ．赤土流出をとめるために畑をコンクリートやソテツ等で囲むことはできないか。
Ａ．コンクリートは経費等を考えると現実的ではないが、ソテツは暴風対策の観点からも良

いアイデアだと思う。景観に配慮しつつ対策をしていく。
Ｑ．喜美留から西原に向かう道路へ街灯を設置できないか。
Ａ．現地を確認しながらＬＥＤ照明に変更し、明るさを確認していく。

子ども議会を通して

城ケ丘中学校３年

坂
さかもと

本 蓮
れん

議長
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６月 15 日に和泊小学校６年生が社会科の
授業で議事堂の見学に来てくださいました。
児童は、サンサンテレビで放送された
一般質問の様子を視聴し、疑問に思った
ことを発表してくれました。

Ｑ. 議員は何人いるの？　
Ａ. 12 人いるよ。

Ｑ. 議会の記録は国会のよう
に速記をしているの？

Ａ. 録音機器で録音して、
業者に文字化と製本
をお願いしているよ。

Ｑ. 一般質問の時間は決まっ
ているの？

 Ａ.１人 60 分までだよ。

みんなの質問に
局長が優しく答えるよ

みんな活発に
挙手します！

最後は
サンサンテレビから

インタビュー

真剣 !!

傍聴席は全体が見渡せます

飛び入りで島田議員が登場

事務局にもお礼の
挨拶をしてくれました

Ｑ. 一般質問の数は決まっ
ているの？
Ａ. 決まりはないけど、

平均 3 つくらいだ
よ。みなさん 60 分
以内に終わるように
工夫しているよ。

議会って かな？どんなところ

席の争奪戦！議長席が大人気！

ノートが綺麗◎

主な質問
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議会って かな？どんなところ児童よりお礼・感想の
お手紙をいただきました
一部紹介させていただきます

編 集 後 記
　編集委員になって初めての編集後記です。
　令和３年、第２回定例会は伊地知町政、最後の定例会でした。
今回は５人の議員が一般質問を行いました。
　若い世代に政治や町のことに関心を持っていただき身近に感じ
てもらえるよう、私自身も議会やＳＮＳ等を通じて発信していけ
ればと思っております。
　これからも、和泊町議会をどうぞよろしくお願いいたします。

文責　山口　明日香

■発行／令和 3年 8月 25日　鹿児島県和泊町議会
■編集／議会報編集委員会　〒 891-9192　鹿児島県大島郡和泊町大字和泊 10番地
TEL 0997-92-2569 FAX 0997-92-3176　ホームページ http://www.town.wadomari.lg.jp/
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　P11、12「議会ってどん

なところかな？」のひとコマ

です。

　多くの児童が積極的に手

を挙げていて、授業を楽し

んでいる様子が、伝わってき

ました。

　少しでも議会に興味を持っ

てくれたら嬉しいものです。
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